
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 30年度 計

円 円

事業費 36,612,000 36,612,000

交付金額 35,612,000 35,612,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　老朽化に伴う重大な故障等が発生する前に、「非常備消防車両更新基本
計画」に基づき、消防ポンプ自動車の更新ができたことから、市内全域の
カバー率の低下を回避しかつ緊急体制が維持されたことで、市民が安心し
て生活できる環境が整備された。
　車体へ特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨記載するととも
に、納車後の貸与式において、各自治会、分団関係者及び地元住民等に対
し、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業を活用し、車両更新した旨を周
知した。

　無

　無

事 業費 及び 交 付 金 額

　浜松飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：消防ポンプ自動車）整
備事業

　浜松市長

　浜松市中区（第14分団）・（第29分団）

　消防自動車の充足率は現在１００％であり、市内全域を１００％カバー
できているが、消防自動車は緊急時の出動に対応できるよう、経年劣化し
た車両の更新が常に求められている。
　このことから老朽化等が著しい車両を更新することにより、市内全域の
カバー率の低下を回避し、緊急体制を維持することで、市民が安心して生
活できる環境を整備する。

　消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）　２台

　平成３０年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 7,394,100 35,925,120 31,712,040 3,413,880 11,323,800 10,004,040 99,772,980

交付金額 7,000,000 35,300,000 31,286,000 3,405,000 11,100,000 10,000,000 98,091,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

  当該生活道路を使用する住民の代表である地元自治会長に対するアン
ケート調査の結果、側溝蓋の新設等及び舗装のやり直しを行ったにより住
民が安全に通行できるようになったとの回答であった。このことから交通
環境の改善が図られたことが確認できる。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業による実施を回覧文及び工事看板
への掲載により周知した。

  今後も浜松基地周辺の地域住民の理解を得ながら、住環境安定のため事
業を実施する。

　無

事業費及び交付金額

　浜松飛行場関連公共用施設（交通施設：西山２０１号線）整備事業

　浜松市長

　浜松市西区西山町地内

  基地周辺にある地域の住民が普段使用する生活道路について、測量調査
結果により、側溝の蓋が損失していることや再舗装工事の必要性があるこ
となど周辺住民の安全等が確保できていない状況である。
　このため、本道路の再舗装及び側溝整備等の道路改良工事を実施するこ
とで利用者が安全に通行できる環境を整備し、周辺住民の交通環境の改善
を図る。

　測量・設計　一式
  改良舗装工事　Ｌ＝940.8ｍ　Ｗ＝5.4ｍ

　平成２５年度から平成３０年度まで


